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本調査における各調奔項目結果の相 表 4-1-4 調査結果の相関
関を求めると、生活一国語 (0.56)及び 国語 社 会 算数 理科 生活
生活一社会 (0.48) には 正の相関が認 0 45 
められる。また、生活ー算数 (-0.28)
-0  13 -0  11 
-0  05 0 02 0 46 
には低い負の相関が認められる。











語数 割合 主な記述 語数 割合 主な記述
教師と児童が一体となり学ぶこと ノ1日しギ里 地域や身の回りの人々と関わりながら学ん
,.., 子ふ＿. 16 64.0 
が主体的に学びを得ようとすることを促す
1 6 66.7 
でいく 遊びの中から学ばせるイメージ
ことが出来る教科 実際に自分で経験し 教師自身が学ぶ必要がある 実践的に
て学ぶ活動のイメージ 物事を学んでいく科目
学校外で活動を行ったりと授業らしくない 他の教科に比べて比較的に自由度が高く
授業 15 60.0 
授業 自分の自然な気付きが一番授業




体験型で班単位で活動する 座学だけ 自然や地域の活動に触れ合う 遊びに
活動 8 32.0 でなく具体的な活動を通して実際に自分 7 29 2 近い活動もある 実際に探検に出て調べ
で経験して学ぶ活動のイメージ に行くような活動的なイメージ
体験して学ぶ 体験をすることができる 体験型学習のような形が望ましい 活動
体験 5 20.0 授業 体験することを通して学ぶ教科 3 12.5 や体験などを行い、それを学びに繋げて
体験的に学ぶ場 いくような特徴が強い教科






知識 6 24.0 科 生きていくために必要な習慣や知 6 25.0 もたちが生活に必要な知識や技能を習得
識・技能を身につけることが出来る教科 する科H
遊び 1 4.0 
授業らしくない授業あるいは遊びのような





理科 10 40.0 
家庭科に近いようなイメージ




















語数 割合 主な記述 吾晏 割合 主な記述
人との関わり方や自分の表現の仕方など 自分自身の成長やそれにかかわる人々の
自分は家族をはじめ多くの人に支えられ こと 自分の世界を広げ広くものを見るカ










成長 3 12 0 
過程
5 20.8 こと 自分の成長には親や親戚、周りの
人の支えがあったこと
自然を用いた遊びがゲーム等で遊ぶ時と






















指導 22 i ，44.9 児章がどんな行動や反応を示すかを予測しながら指導案や実際の授業を行うこと 子どもの実態
学習 17 ， i： 34.7 を捉えておらず、どのように指導していけばよいかが分からない どの程度の学習が一番児童に
とって効率の良い学びとなるのか 児童の反応や発言をとりいれながらの授業展開 どのように
展開 9 l 18 4 授業を展開したら児童の主体性、自主性を引き出せるか
学び
14 ； i 28 6 
児童に自ら気付かせ学ばせるような自主的な活動を組立てること 児童のふとした発言から学び
... 子ふ、． に繋げること 児童自身の成長を実感させるのが難しく児童自身が何を学んだのか感じにくい
-- 136 --
武蔵野教育学論集第8号
説明 13 26 5 難しい言菜や定義を使わずに説明すること どこまで分かりやすい言莱にしなければならないの............ 
呂奎 I1'l'26.5 かという判断 子どもに合わせて言莱を簡単にするということ
内容|13l 26.5 「生きる力」を身に付けさせる授業内容を具体的な形にすること 授業の内容から考えると導入
の掴みがとても難しい 学習目標にたどり着くことができるかを考えるのが他教科より難しい 授
教科 1 1 22.4 業をどのように主夫するかは他の教科に比べて自由であり、授業者によっていかようにもなるところ
何を基準にして評価をするべきかが難しい ワークシートに加え、小さな発言も教師が拾う必要が
評価 13 I 265 あるが教師一人で全児童の発言を拾いきることは難しい 児童の様子から評価しなければならな
いため、評価規準に定めたとしても、教員側の主観が入ってしまう
興味 9 ¥ 18 4 どのようにして興味•関心を引き出すか 興味を持たせる持続させるには、どうしたらいいのか
配慮 9 i I18 4 
家庭環境やプライバシーに配慮しながらどう授業を進めていけばよいのか クラス全体で授業を
行いながらも児童一人一人への配慮を行う必要があること
対応 8 16 3 児章が予想外の発百や質問をした時に臨機応変に対応する点 児章がどんな行動や反応を示
すかを予測しながら指導案や実際の授業を行うこと 児童のアクションや問いかけに対してうまく
反応 7 143 反応したりどのような発問をしたりすることがいいのか
気づき










抽出語 語数 割合 主な記述
学習のめあてを授業開始時に確認し、最後に再び確認することで児童自身がめあてを振り返るこ











... 子 ふ`* 
14 28 6 何を学んでほしいかを明確にすること 児童が体験し自分の身をもって感じたことを学びにつなげ
ること
教師 13 26 5 
教師と児童が一丸となり取り組むこと 教師の指示•発問の仕方次第で、授業の幅や児童の学び
の輻が変わってしまうこと 児章が主体的に学習できるような学習環境をつくること 教師の指示
指示 5 10 2 
はできるだけ短くする 指示にそぐわない行動をとっている児童には、ただ叱るのではなく手本と
なる児童を褒めることで、児童自身に正しい行いを気づかせること
意見 ， 1 8.4 机間指導で児童の意見を予め拾っておくと、授業がスムーズに進む点 答えがないものでも、意
見を述べたことに対して褒めてあげること 児童の発言をうまく活用してそこから授業を展開して
発言 4 8.2 いくこと児童の発言や気づきから教師自身も新たな気づきを得ることもあること
気づき ， 184 児童自身に正しい行いを気づかせることができること 子供の主体性や気づきを引き出す指導を
すること児童の気づきや主体性を大切にする点
めあて 10 204 めあてや目標を軸に授業を展開することとともに、児童のそれを意識させること 本時の授業で達
尻・・確・認・冒・・-・7・・1・4・.・3  成する目標であるめあてに基づき授業を構想するということ めあてを確認し今回の授業が何を目標として行っているかをわかってもらうこと 授業のねらいを児童に理解させる点 めあてを立
てそれを子供たちが達成できるように、授業でアプローチをかけていくという指遵の方法












抽出語 語数 割合 主な記述
得た知識や気づいた点を他教科の指導法の指溝案を作成するときに反映させること 基本的な
指導 54 110.2 指導案の作り方や授業展開、反省、改善点など、授業を作っていく段階で発生した課題や意見
児童の気づきや主体性を引き出す指導の仕方 教師の視点からすると活動や体験的な学習が













自分 23 46 9 授業内で到達度を確認することで自分を客観的に判断できるようになること
気づき 14 28 6 児童の気づきを拾って、他の児童に共有したり、ほめたりすることが有効であること
模擬 1 22.4 
模擬授業を繰り返すことで、教師役への目の付け所がだんだん鋭くなり、自評や他者評価の時間
には自分でも驚くくらい多くの課題を発見することができたこと 模擬授業の様子から、児童の気
教師 10 204 
づきを拾い他の児童に共有したり、ほめたりすること教師役斜径験したからこそ気づいた改善点
や、修正点
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